






















































































































































































































(-2）× 3 =(-2）十（－ 2)+(-2)=-6





































































-6 6 2 
3 1 。
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(1) 「（－ 3）× 2=-6Jになる理由を説明してください。
(2) 「（－ 3）×（－ 2)=6Jになる理由を説明してください。
（調査用紙2)
[II J次の質問に答えてください。












0 3 6 9 口←3×4
0 1 2 3 4 
これは， 13を1と見るときJの3をヒの数直線上に， 1を下の数直線上に取っています。
そして，下の数直線上の4にあたる大きさを，上の数直線上の口で、示しています。
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（はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ）
(3) (-3) x 5の意味を 2本の数直線を使って表しましょう。






-15 -12 -9 -6 -3 0 3 6 9 12 15 
l I I I I I I I I I I I I I ’I I I I E』 I I I I I I I I I 
: : : : : : : : : : : : : : : : : I : : : : : : : : : : : : : : : : : 
I I I I I I I I’I I I’I I I I I I I I I I 。
(4) (-3）×（－ 5）の意味を， 2本の数直線を使って表しましょう。
それから，その答えを口で囲んでください。また，どのように考えたか説明してください。





(1) -16 0 4 
-4 。 1 
(2) -10 -5 。
2 1 。
(3) -7 。 42 
1 。 -6 
式
式
式
[VJ（負の数）×（負の数）＝（正の数）になる理由を説明してください。
例を挙げたり，図で示したりしてもかまいません。
